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発 行：とくしまブランド推進機構

（現地検討会 ）

（ 鳥取・徳島物産展の告知 ）

◆阿波ふうど「サラタルック」産地化に向けた取り組みについて

今年で２年目となる欧州系ミニきゅうり「サラタルック」は、県内５産地で栽培に取り組んでいます。
栽培技術の確立や販路開拓に向け、8月１７日にJA板野郡で「サラタルック現地検討会」を開催し、各産地、
種苗メーカー及び県関係機関の担当者（１４名）が、現状の課題や問題について情報交換を行うなど、関係
機関が連携して取り組んでいます。

特にJA板野郡では、作付けを約３倍に増反するとともに、
販売先市場を１社増やしてリモート会議による出荷検討会を
開催し、有利販売に向けた取り組みを検討しました。
栽培技術面では、収量の増大を図るため、
つるを斜めに誘因し、節間を短くして節数の確保に重点を置いて
取り組んでいます。

今後は、栽培終了後に栽培や販売の
課題整理を行うと共に、次年度に向けた
栽培計画・販売方針について協議を行う
予定です。

◆香港への県産農林水産物の輸出に向けた取り組みについて

香港に対する徳島県産品の輸出拡大に向けて、小売店舗でのフェア開催、
ECサイトへの特設ページを開設し、現地消費者に向けてＰＲを行いました。

・イオン香港での「鳥取・徳島物産展２０２１」の開催
鳥取県と連携で、イオン香港３店舗でフェアを開催し、
なると金時・阿波尾鶏・海産物等の県産品の販売・ＰＲを
実施しました。
開催日時：令和３年９月９日～１５日

・Ｏｉｓｉｘ香港と連携した県産品のＰＲ
Oisix香港ECサイトに、徳島県特設ページを開設し、旬「すだち」に
ついて取り上げＰＲを行いました。
今後も、なると金時や公募した加工品など取り上げて行きます。

開催日時：令和３年８月２６日～９月８日

（ ＯｉｓｉｘECサイトすだち特集 ）

（ 情報交換会）



（ターンテーブルマルシェでのフェア／９月６日）

今後は、首都圏での県産食材の更なる販路
拡大を図り、「貨客混載便」の定期化に向けて
取り組んで行きます。

◆「高速バスが運ぶ！阿波ふうどフェア」の開催について

～阿波ふうどの魅力を「貨客混載」産地直送～

とくしまブランド推進機構は徳島県の情報発信・交流拠点施設「ターンテーブル」で
「高速バスが運ぶ！阿波ふうどフェア」を開催しました。

同フェアは高速バス会社「海部観光」（阿南市） 、
県内２JA産直市（あいさい広場・夢市場）及び
２市町村（小松島市・阿波市）との連携によるもので、
「徳島県内の直売所がそのまま渋谷へ出現」をイメージし、
渋谷近隣の消費者や飲食店経営者へ県産食材の魅力を
伝える目的で企画されました。

（あいさい広場バス停留所） （高速バス保冷庫）

「貨客混載」により産地直送されたスダチや
オクラ、ミニトマト、イチジク、ブドウ、ナシなど
の野菜や果物及び農産物加工品はターン
テーブル・マルシェでPR販売され、常連客を中
心にナス、オクラやブドウなど『旬の阿波ふう
ど』を買い求めていました。

ブドウをリピート購入したお客様からは、
『百貨店で買った他県産よりも美味しかった』
と高い評価をいただきました。

［編集後記］

平成２８年の「とくしまブランド推進機構」発足以来、発行して
まいりました、この「阿波ふうど情報」も、お陰様をもちまして、
今回、記念すべき第１００号を迎えることができました。

これまで「機構の活動」を中心に、「産地の取り組み」や、「流通や
販売の情報」など、ＨＯＴな情報をお届けして参りましたが、皆様の
活動の参考になりましたでしょうか。

これからも、「阿波ふうど」に関わる皆様に、耳寄りの情報・役立つ
情報をお届けできるよう、職員一同、努めて参りますので、引き続き、
ご支援、ご協力をよろしくお願い申し上げます。


